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i）　1ンス博士ミエデントン教授

英國墨界の絶壁

　此の頃，ひごり英國のみ

こ言はす，米國や欧洲大陸

の各地から塗る人士に會ふ

ご，たれでも皆『ジ1ンス

博士の書物を讃みましtこ

か？』　「エデントン敏授の

意見を如何に御荘へです

か？』ご聞かれる・サi．

オリブ1．ロヂ氏は此の二

人の画才を現代の代表的偉

人だこ稻へてるる・馬丁こ

の二人の盛名は，日本に居

てはこても分らないほご漱

騨

gL　I　R　J．　I　L　．J　E．x．NT），

米に知れて居るらしい（吾々天文關係者は此の＝氏を輩に天ダ

家ごしての傑物だSのみ見てみたのだが・）

　ジ1ンス氏は理論物理學の大家こして，電磁氣や力學に關する

著述を以前から爽表してみたが，1915年頃かちは天体ノ）z欝欝論

や宇宙の進化論の方面に研究を進めて，忽ちに理論天文學の大家

こなり，殊にラプラ1スやチエソバリソ・モ1ノントン等の學説を

一蹴して新しい星雲説を樹立し・宇宙論に…新紀元を開くに至っ

た功は偉大である・昨年氏はSirの稻號を英國王から與へられ

た・著書は非常に多い・家は富裕で，今まで回り公職に就かない

が，192f一20年頃は英國天文學會長こなり，　i　920年以來はrr

｝ヤル學會の幹事である．
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して，實地観測ご研究ごに学事し，

　、エデントン9k　tanley　Artllur

Eddh軸l11氏は，1882年十二

月28日，英國ケンダノソで生れ

マンチエスヌ市のオ1エン學

院及びケンブリデ大學のトリ

ニチ二院に學び，1904年トリ

ニチ町回で首席賞を獲，叉1～レ

07年にはスミス賞を得，同

時に同停電のフェローSなっ
た．

　職務ご1．ては，1906年から

1913年まで前後7年間，グリ

ニチ天文塁の首席Assi舳1tご

前の弓長クリステイ，現毫長

ダイソン爾博士を響けたが，1913年からは故ボ1ノレ教授の後を綴

いで，ケンブリヂ大勢に於ける天文學のプリクム講座敷授こなり

（　1914年には同大學尺文奉長に任ぜられ，同時にロ1ヤル學隠

々員に推された・

　氏はグソニチ在職中には恒星の固有運動を研究し・ケンブリチ
　　　
に移ってか’らは宇宙引力論や相封原理及び時間室間の原理等を研

究し，1919年にはアフリカへ日食槻測に出張して，アインスタイ

ン原理を始めて槻測上から立誰したこごもある・最近敷年間は恒

星0）内部構造及び天体進化論を研究し，絶へす新しい物理學の進

歩を宇宙研究に慮用せんこごを期してみる・

　重な著書は下の通り・

　Stellar　ムloveinent　and　七he　E　ti’uctui’e、of　the　「し丁niverse　（1914），

　Report　oll　the　Relativity　of（｝ravitation（1918），　Spaぐe，　Time

　and　Gravitation（1920），　The）latlhematieal　Theory　of　Relativity

　（1923），　The　Interior　of　the　Star　（1920），　Starδ　alld　At（Dms（19

　20），　The　Natllre　of　the　Physical　World（1928）．


